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【網膜硝子体診療の進歩】 
診断機器の進歩
網膜血流測定装置

佐藤栄一, 石子智士
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Ｉ診断機器の進歩

6．網膜血流測定装置

１．網膜血管は生体において非侵巽的に直接観察しうる

唯一の血管である．

２．この特徴を生かして，これまで幾つかの網膜循環測

定法が開発・臨床応用されてきた．

3．本稿では，網膜循環について，レーザードップラ法

を用いたレーザードップラ眼底血流計の原理，測定

法，臨床研究の成果について概説し，将来の展望に

ついて述べる．

Ｉレーザードップラ法を用いた網膜循環

測定法

１．測定原理

網膜血管の中を流れる赤血球にレーザー光を照射する

と，ドップラ効果により周波数が偏位するが，この周波

数偏位が血流速度に比例することを利用し，網膜血流速

度を測定することができる．これはレーザードップラ速

度法(laserDopplervelocimetry：ＬＤＶ法）とよばれる．

この方法では赤血球の血流速度を直接的，非侵襲的に測

定できるという利点があるさらに，血球からのドップ

ラシフトを２方向から検出することで１本の血管を流れ

る血流速度の絶対値を算出し，さらに同時に測定した血

管径から網膜血流量の絶対値の算出が可能である')．こ

の絶対値の計測ができるということは臨床上非常に重要

な意味を持つ．すなわち，同一個体における測定値の変

化を検出するだけでなく，個体間すなわち正常者と患

者から得られた結果を比較することが可能となった

この方法を用いた装置は，レーザードップラ眼底血流

計(CLBFmodellOO）として市販されている2)(図ｌ)．
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図ｌレーザードップラ眼底血流計(CLBFmodellOO）

この装置は固視微動の影響を取り除くために自動固視追

尾装置が具わっており，より信頼性，再現性の高い網膜

循環測定が可能である．

２．網膜血流量の算出

血管内血流量は，単位時間内に血管断面積を通過する

血液容積と定義される．したがって血流量Ｆは単位時

間当たりの血流速度と断面積との積で表される．すなわ

ち，

F＝1/2冗×Ｄ２/4×1/Ｔ×／ＴＶ(t)ｄｔ

となる．ここで，Ｄは血管径で，／ＴＶ(t)dtは１心拍に

おける区間血流速度である．レーザードップラ眼底血流

計では，４０，secごとに血流速度を測定し，ｌ心拍にお

ける平均血流速度を血流速度(velocity）として表示して

いる3)．
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